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大きな要因で, 水分の消失を少なくさせるためには綿栓よりもゴム栓の方がよい｡ また, ゴム栓の方が,
雑菌侵入の恐れも非常に少なくなる｡ 容器は大きいものほど後の生育結果はす ぐれている｡ 寒天発芽床が
あまり堅いのは生育上よくないから, 培養液の pH にしたがって寒天の量を少し変える必要がある｡
(2) 培養液にgibberellin を加えたものは少しもよい結果を もたらさない｡ また, indolebutyric acid
の10ppm を加えたものはD endrobium の発芽を抑制するが, 移植床として用いた場合には発根を促進し,
生育をよくする｡
(3) 発芽床として用いる培養液の最適組成は属ごとに異なるが, つぎのものがよい結果を与える｡
a D endrobium に対しては









C . C ym bidium に対しては
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H yponex
D ifco B acto･tryptone
d .P aphiopedilum に対しては
H yponex
D ifco B acto-peptone または
B acto-tryptone
いずれも pH を 5 .0 に調節する｡
リンゴ汁は D endrobium に対して非常に効果があるが, C ym bidium に対しては全く効果がない｡
また D ifco B acto-tryptone は C ym bidium に対しては非常によいが, D endrobium や C attleya に対し
ては全く効果がない｡
(3) ラン種子は成熟直後に播種するのが最もよく, 室内に 5 か月放置したもゝのはほとんど発芽しなくな
る｡ しかしデシケーター中に入れてOo C においたものは 5 か月後でも70- 80% も発芽する｡
(4) 東洋産の地生ランC ym bidium の種子は発芽困難であるが, 播種前蒸留水で 5 時間洗い, 抑制物質
を除去すれば発芽は促進される｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
ラン種子は養分貯蔵組織がないので, 普通植物の種子のような発芽はできない｡ 自然状態では膝細胞に
侵入する特定の菌類の菌糸を消化し, それから炭水化物を得て発芽している｡ しかしこの発芽は偶然に行




発芽容器の物理的条件としては, 容器を大きくし, ガラス管のついたゴム栓を用ト､るのがよいことo 発
芽床の水分は減少しないようにし, 発芽床を堅くしすぎないように寒天を加減する必要などを明らかにし
た｡ また種子の貯蔵方法と発芽との関係, indolebutyric acid や gibberellin の幼植物に及ぼす影響など
も明らかにした｡ さらに論文の主要部分はランの各属に対する最適培養液の研究について述べ, 来められ
た培養液がそれぞれ従来のK nudson , B urgeff などの標準液よりはるかにすぐれていることを実証した占
このようにこの論文は園芸学上貢献するところが大きく, かつ実用的価値もきわめて高い｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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